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がんばり遠足！

6月27日は梅雨時期とは思えないほど朝から

晴れ上がり、松代中学校では全校生徒が元気よ

く参加する『がんばり遠足』を開催。ここは、

コース中では最も高い儀明・木和田原の牛池。

ぶな林の中で大きく深呼吸しました。
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く楽し

しませんか

　
「
健
康
づ
く
り
に
ス
ポ
ー
ツ
を
！
」

と
か
け
声
だ
け
は
勇
ま
し
い
の
で
す

が
、
い
ざ
始
め
る
と
な
る
と
ち
ょ
っ

と
し
り
ご
み
…
。
こ
ん
な
経
験
は
誰

も
が
持
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
若
い
こ
ろ
に
は
何
に
で
も

挑
戦
し
た
と
い
う
方
も
、
仕
事
の
関

係
な
ど
で
な
か
な
か
運
動
す
る
機
会

が
な
い
、
あ
る
い
は
、
体
を
動
か
す

こ
と
が
だ
ん
だ
ん
お
っ
く
う
に
な
っ

た
…
、
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
は
楽
し
い
、
体
を
動

か
す
こ
と
は
気
持
ち
が
い
い
し
健
康

の
た
め
に
も
…
」
と
思
っ
た
初
心
を

忘
れ
ず
、
あ
な
た
も
今
日
か
ら
何
か

ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
二
十
代
ま
で
は
運
動
は
欠
か
さ
な

か
っ
た
の
で
、
体
力
に
は
自
信
が
あ

る
…
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
し
か
し
、

二
十
代
ま
で
運
動
を
し
て
い
た
人
が

運
動
を
や
め
る
と
、
三
十
歳
に
な
る

こ
ろ
か
ら
急
激
な
作
業
能
力
の
低
下

に
襲
わ
れ
、
反
対
に
三
十
代
、
四
十

代
か
ら
で
も
運
動
を
始
め
た
人
は
、

何
も
し
て
い
な
い
人
の
倍
近
く
の
作

業
能
力
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
誰
と
い
わ
ず
年
と
と
も

に
疲
労
の
回
復
に
は
時
間
が
か
か
る

も
の
。
と
く
に
仕
事
や
日
常
生
活
の

ス
ト
レ
ス
が
複
雑
に
絡
み
つ
い
た
疲

労
は
、
回
復
も
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
不
眠
に
悩

ま
さ
れ
た
り
、
こ
ん
な
と
き
ほ
ど
運

動
が
必
要
。
気
分
転
換
に
な
る
ば
か

り
か
、
適
度
な
肉
体
的
疲
労
が
心
地

よ
い
睡
眠
に
誘
っ
て
く
れ
ま
す
。
ジ

ョ
ギ
ン
グ
（
ゆ
っ
く
り
走
る
こ
と
）
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鴨
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亀
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働
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亀
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1
馬
馴
漏
』
も
ー
、
、
隔
ー
、
ー
、
亀
窺
馳
皐
魎
、
鞠
曼
ー
㌧
セ
、
亀
、
亀
軸
ー
』
喚
陶
趨
、
！
廓
、
ー
隔
1
、
亀
、
塵
、
－
り
ー
、
！
奪
、
馬
、
亀
』
ー
噺
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1
、
1
、
』
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、
』
隔
』
、
1
、
亀
噺
ー
踊
－
，
亀
、
亀
画
亀
幽
1
・
』
、
幽

＆

胞
満
の
予
防
と
食
生
活

　
『
欧
米
は
も
ち
㌃
ん
の
こ
ど
、
日
本
、

皿
で
も
論
肥
満
』
が
成
人
病
の
鳳
因
の

〔一

ひ
と
う
把
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
ぴ

ま
し
た
。
肥
満
は
糖
尿
病
、
高
脂
血
’

㎝“

症
、
高
血
圧
症
、
動
脈
硬
化
症
な
ゼ

皿
㎜
の
成
人
病
を
発
症
さ
せ
る
最
大
の
危

　

㎜
険
因
子
（
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
汐
1
）
と

の

7
な
っ
て
い
ま
す
。
で
ず
か
ら
、
肥
満

ぬ

窯
に
な
ら
な
い
こ
ど
が
成
人
病
を
予
防

ぬ

岬
す
る
う
え
で
、
最
も
重
要
な
対
策
之

ぬ

㎜
な
る
の
で
す
。
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食
べ
す
ぎ

　
運
動
不
足
が

　
　
　
肥
満
の
原
因
▽

肥
満
を
予
防
す
る
に
ば
、
そ
の
原

即
因
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
衿
ま
す
9

｝
食
べ
過
ぎ
や
誤
9
た
食
べ
方
瓜
偏
食
〉

ゆ

｝
運
動
不
足
な
ど
、
主
と
し
て
食
生
活

ぬ

｝
を
含
め
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
異
常

ゆ

｝
か
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ゆ
㎜
　
食
べ
過
ぎ
は
、
．
身
体
が
必
要
と
す
．

ゆ

｝
る
以
玉
の
エ
ネ
ル
ギ
r
を
と
る
こ
と

ゆ

㎜
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
余
分
な
エ
ネ

ほ

皿
ル
ギ
ー
が
脂
肪
と
な
含
て
体
に
蓄
え
べ

ゆ

㎜
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

ゆ
ゑ

㎜
　
食
べ
過
ぎ
．
を
防
ぐ
に
は
、
食
事
の

ゆ

㎜
時
間
を
規
則
正
し
く
守
る
こ
と
や
、

ぬ

｝
腹
八
分
目
の
食
べ
方
の
習
慣
を
つ
け

ゆ

｝
る
こ
と
な
ど
が
太
切
で
す
。
ま
た
、
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レ
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の
解
消
を
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べ
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こ
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で
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

図
ら
な
い
こ
と
、
・
高
力
、
ロ
咳
ー
醗
脂
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

ざ
肪
が
多
く
含
ま
耗
た
食
品
や
甘
鱒
も
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

の
な
ど
体
の
中
で
脂
肪
に
変
わ
墜
や
．
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㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

す
い
食
品
を
避
け
る
こ
と
、
間
食
を
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

控
え
る
こ
と
誓
ど
も
大
切
で
す
。
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編
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ど
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ま
と
め
食
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と
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、
っ
．
、
㎜
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し
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ど
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べ
過
ぎ
で
な
く
で
も
太
り
や
す
く
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
ぬ

な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
』
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
運
動
不
足
は
、
体
を
動
か
す
こ
と
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
を
減
ら
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
ぼ

し
、
余
分
な
エ
ネ
ル
ギ
↓
を
体
の
中
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

，
に
た
め
る
こ
と
に
な
σ
ま
す
り
、
そ
の
謡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

．
う
え
体
の
中
で
脂
肪
を
つ
ズ
リ
や
す
瀦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
く
し
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
六
σ
活
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

七
〇
％
を
省
め
る
安
静
時
の
代
謝
ヱ
．
、
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ァ
ハ

ネ
ル
ギ
ー
を
減
ち
す
な
ど
栖
太
り
や
・
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
コ
ゆ

す
い
体
質
を
つ
環
っ
て
し
ま
い
ま
す
謡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
遺
伝
は
』
二
』
割
．
謡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
　
ぬ

　
最
近
、
太
る
の
は
遺
伝
あ
せ
い
で
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
ゆ

あ
る
と
い
羨
話
を
聞
き
ま
ザ
。
じ
か
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

し
、
肥
満
め
原
因
に
遺
伝
が
関
係
す
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

．
る
の
、
は
二
五
％
◇
ら
い
で
、
残
り
⑳
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

『
七
五
％
は
食
生
活
、
．
運
動
習
慣
が
関
・
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

係
し
て
い
ま
す
。
食
べ
物
が
極
端
に
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

少
な
か
う
．
た
戦
時
中
や
終
戦
遭
後
に
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
儒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

2



町長杯争奪野球大会　優勝チームー覧表

回 年度 優勝チーム名

1 32年（1957） 蒲生野球クラプ

2 お年（1958） 松代青年会
3、 34年（1959） 松代青年会

4 35年（1960） 松代青年会

5 36年（1961） 松代病院
6 37年（1962） 松代青年会

7 38年（1963） 郵電
8 39春（1964） 松代病院・蒲生青年会

9 39秋　〃 役場体育部
10 40年（1965） 松代ポストマンクラプ

11 41年（1966） 役場チョンガーズ
12 42春（1967） 蒲生ダイジャーズ
13 42秋　〃 松代ポストマンクラプ

14 43春（1968） 役場体育部A
15 43秋　〃 役場体育部A
16 44春（1969） 県立松代盲・
17 44秋　〃 役場体育部A
18 45春（1970） 松代町商工会青年部

19 45秋　〃 松代病院
20 46春（1971） 役場体育部A

21 46秋　〃 苧島デルトマケーズ

22 47春（1972） 役場体育部A
23 47秋　〃 松代町商工会青年部

24 48春（1973） 役場体育部A
25 48秋　〃 松代ポストマンクラプ

26 49春（1974） 松代ポストマンクラプ

27 49秋　〃 役場体育部A
28 5（唐（1975） 司工務店青年部

29 5（1秋　〃 商工会青年部B
30 51年（1976） 土木クラツシヤーズ

31 52年（1977） 商工会青年部A
32 ・53年（1978） 西松建設
33 54年（1979） 青年会アパッチー斗軍

34 55年（1980） 青年会アパッチー斗軍

35 56年（1981） 土木クラッシャーズ

36 57年（1982） 土木クラツシヤーズ

37 58年（1983） スクールメッツ

38 59年（1984） 松代スターズ
39 60年（1985） スクールメッツ

40 61年（1986） アックスボンバーズ

41 62年（1987） アックスボンバーズ

42 63年（1988） アックスボンバーズ

43 元年（1989） ポストマンクラプ

44 2年（1990） 奴奈川モンチッチ

45 3年（1991） 奴奈川モンチッチ

46 4年（1992） ※天候不順で途中休止

47 5年（1993） ※　　　　〃

48 6年（1994） 奴奈川モンチッチ

49 7年（1995） 伊沢ワンダーナイン

50 8年（1996） ？

3

祝ほくほく線開業

町長杯争奪野球大会

　　　第50回を記念して
　　今年は総当りナイター・リーグ戦

と
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
歩
く
こ
と
）

ど
ち
ら
も
手
軽
で
健
康
に
は
効
果
的
。

　
ま
た
、
勝
敗
に
こ
だ
わ
ら
な
い
軽

ス
ポ
ー
ツ
も
、
最
近
特
に
注
目
さ
れ

教
育
委
員
会
で
は
、
八
月
四
日
、
総

合
体
育
館
を
中
心
に
『
ふ
れ
あ
い
ス

ポ
ー
ツ
の
日
』
と
し
て
、
ス
マ
イ
ル

ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
を
開
催
の
予
定
で

す
し
、
六
月
十
四
日
に
は
、
九
回
を

数
え
る
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
が
二
十
代

の
女
性
六
人
を
含
む
五
十
六
名
の
参

加
で
、
三
十
キ
ロ
余
り
を
完
歩
。
心

地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
町
民
プ
ー
ル
も
六
月
二
十
三
日
に

オ
ー
プ
ン
。
競
技
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
も

数
多
く
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な

た
も
た
ま
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
い

か
が
で
す
か
。
健
康
づ
く
り
は
、
「
足

も
と
」
か
ら
で
す
。
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ぬ

㎜
は
、
肥
満
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
　
　
　
を
避
け
た
食
生
活
を
確
立
す
る
こ
と
｝

タ
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｝
と
を
考
え
れ
ば
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
　
　
と
、
運
動
の
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

｝
　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
肥
満
を
予
防
す
　
　
　
大
切
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

…
る
に
は
食
べ
過
ぎ
や
過
っ
た
食
べ
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

～
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〈
運
動
会
P
T
A
種
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
2
1
回
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隙
　
　
　
　
六
月
十
六
日
　
参
加
七
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
　
勝
　
　
若
者
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繊
　
　
二
　
位
　
　
松
代
愛
好
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
位
　
　
青
年
女
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
位
　
　
へ
ー
ン
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
長
杯
争
奪
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
月
八
日
　
城
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
級
優
勝
柳
　
孝
松
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
位
　
植
木
直
栄
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
級
　
優
　
勝
　
市
川
健
一
　
松
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
位
　
石
口
牧
男
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
位
高
橋
清
〃



入居者募集2

町営住宅

6戸建×2棟

▲県立病院から建築現場を撮影

デイサービスセンター

下町住宅10戸

6．666ト

松代保育園

霧糠匿糠

町道←至国道

　
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
、
雪
に
強

い
住
宅
の
供
給
を
目
的
に
、
平
成
七

年
十
二
月
二
十
一
日
よ
り
建
設
を
進

め
て
い
た
町
営
住
宅
「
下
町
第
二
団

地
」
が
、
い
よ
い
よ
完
成
間
近
か
と

な
り
、
十
月
一
日
よ
り
入
居
可
能
と

な
り
ま
す
。

　
こ
の
下
町
第
二
団
地
は
、
松
代
の

o
、
，
ー
，
、
卜
　
、
，
　
，
、
0
蕊
剛
，
■
，
！
し
｛
，
ー
し
1
9
0
レ
9

ヨ
ま

　
一

l　m

”ス置場 l

！
lil
i

ベランダ

　ー　　一　　一　一

・一一和室6畳

　　洋室

一　　　一　　一　　　騨　　齢　　　一

×．

’押入

，1

物

l
l
¢
一

　　　　　廊下

3　　一

　　　鞭 押入

下
町
住
宅
団
地
内
に
建
設
さ
れ
て
い

ま
す
。
陽
あ
た
り
、
景
観
も
よ
く
、

住
宅
地
と
し
て
は
最
適
な
環
境
に
あ

り
ま
す
。

　
建
物
は
、
冬
季
間
の
利
便
性
を
考

慮
し
高
床
構
造
、
屋
根
は
自
然
落
雪

式
。
居
室
は
若
者
向
け
の
設
計
で
洋

間
を
大
き
く
と
り
、
和
室
は
六
畳
間

を
設
け
て
あ
り
ま
す
。

　
若
者
の
定
住
促
進
と
、
U
タ
ー
ン

希
望
者
に
快
適
な
環
境
整
備
を
考
え

た
設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
建
物
の
概
要
は
、
図
の
と
お
り
で

す
。
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次

の
事
項
を
参
照
の
う
え
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。

【
入
居
申
し
込
み
の
資
格
】

①
松
代
町
に
住
所
ま
た
は
勤
務
地
を

　
有
し
、
公
租
公
課
（
税
金
な
ど
）

　
を
滞
納
し
て
い
な
い
も
の

②
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

　
が
明
ら
か
な
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
．
卜

③
申
し
込
み
世
帯
の
所
得
金
額
が
、

　
次
の
基
準
内
で
あ
る
こ
と

＊
＊
＊
所
得
金
額
（
月
額
）
＊
＊
＊

　
一
八
六
、
O
O
O
円
を
越
え

　
五
六
六
、
○
O
O
円
以
下
の
も
の

【
所
得
の
計
算
方
法
】

①
給
与
所
得
の
場
合

　
所
得
基
準
月
額
1
1
（
年
間
給
与
所

　
　
　
得
控
除
後
の
金
額
－
扶
養
親

　
　
　
族
控
除
額
　
一
人
に
つ
き

　
　
　
三
五
〇
、
O
O
O
円
）
×
施

②
事
業
所
得
の
場
合

　
所
得
基
準
月
額
1
1
（
前
年
の
所
得

額
－
扶
養
親
族
控
除
額
　
一
人
に
つ

き
　
三
五
〇
、
O
O
O
円
）
×
堀

㊧
一
世
帯
に
二
人
以
上
の
所
得
者
が

あ
る
場
合
、
一
人
ご
と
に
所
得
計
算

し
た
額
を
合
計
し
て
、
扶
養
親
族
控

除
額
を
差
引
き
、
堀
し
た
額
と
す
る
。

㊧
老
人
控
除
対
象
配
偶
者
、
老
人
扶

養
親
族
控
除
、
特
定
扶
養
親
族
控
除

障
害
者
控
除
、
老
年
者
控
除
、
寡
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
下

控
除
、
寡
夫
控
除
な
ど
各
種
控
除
も

あ
り
ま
す
。

㊧
過
去
一
年
間
に
就
職
・
転
職
し
た

場
合
の
所
得
金
額
は
、
実
績
に
基
づ

い
て
推
定
で
算
出
し
ま
す
。

【
募
集
世
帯
数
】
　
合
計
十
二
戸

　
　
　
A
棟
1
1
六
戸
　
B
棟
1
1
六
戸

【
申
し
込
み
受
付
期
間
】

　
　
七
月
十
五
日
～
七
月
三
十
一
日

【
申
し
込
み
添
付
書
類
】

住
民
票
（
入
居
者
全
員
の
世
帯
表
）

所
得
証
明
書
（
所
得
の
あ
る
人
全
員
）

【
家
賃
】
　
下
町
第
二
団
地

　
　
　
　
A
棟
　
五
〇
、
○
○
○
円

　
　
　
　
B
棟
　
四
八
、
○
○
○
円

【
そ
の
他
】
申
し
込
み
者
が
、
戸
数

を
上
回
る
場
合
は
事
情
を
調
査
し
、

住
宅
困
窮
度
の
高
い
も
の
か
ら
入
居

者
を
決
め
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
役
場
建
設
課
へ
盈
七
－
二
二
二
〇

トー……　ヨ

’
1
6
　
　
　
　
居 間

ペランダ

鯉

一 ，　　一

『o■驕一r囎

　　　台所
冷蔵庫

蜥　　廊下 「
o

＝

浴室脱衣室

ポーチ
玄関

r温躍機

oO［”

。
り
。
「
4
ー
ー
、
騒
嗣
」

1一・一』一5晶一』＋…一！

　　一　一　卿鱒
r口

高床部

A棟6戸（町道側）

家賃50，000円／月
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曝
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一
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　押入
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廊下
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納戸
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押入
，　　　　　　　　　、

唇

卜一

の
9
n
．
q
D

室
岡
医
院
（
蒲
生
）

　
　
六
目
末
で
診
療
廃
止

　
　
　
　
　
　
　
9
0
年
の
歴
史
に
幕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
平
地
区
の
地
域

　ベランダ
f＿：……∈も芋多……：

　　關
　　　　蝕

押入

ポーチ

，

物入　　　廊下
一　　　　　　　8

玄関

’『一

　‘

　1

：4r

冷蔵燈
　　l　l
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台所 1
　 脱衣室　　浴室

一　　需

簡
洗濯機
一「『

，lO

▼室岡大刀男さんと利さん

！　　　　　　　　　　1
卜強go鉦一一一一一十叢鞭一ヨ

　　1
一・一4

高床部

；；ご－一

医
療
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
親
し
ま
れ
て
き

た
蒲
生
の
室
岡
医
院

（
室
岡
大
刀
男
院
長
）

が
六
月
末
を
も
っ
て

診
療
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
室
岡
医
院
は
、
明

治
三
十
九
年
九
月
、

先
代
院
長
の
室
岡
虎

次
郎
氏
（
山
平
村
長

県
議
会
議
員
、
松
代

町
長
な
ど
要
職
を
歴

任
）
が
開
業
．

B棟6戸（国道側）

家賃48，000円／月

　
昭
和
三
十
四
年
三
月
、
前
院
長
の

死
後
は
現
院
長
が
そ
の
業
務
を
引
き

継
ぎ
、
通
算
八
十
九
年
と
十
カ
月
、

日
夜
を
分
か
た
ず
地
域
の
診
療
を
始

め
、
保
健
衛
生
思
想
の
啓
蒙
、
普
及

に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
八
十
五
歳
の
ご
高
齢
で
引

退
さ
れ
る
室
岡
大
刀
男
院
長
は
、
昭

和
十
二
年
、
日
大
医
学
科
を
卒
業
。

そ
の
後
、
浦
田
診
療
所
長
を
経
て
昭

和
十
五
年
か
ら
父
の
も
と
で
室
岡
医

院
に
勤
務
。
地
元
山
平
村
の
保
健
衛

生
の
指
導
者
と
し
て
行
政
に
惜
し
み

な
い
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
住
民
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、
昭
和

四
十
七
年
十
二
月
に
は
保
健
衛
生
功

労
者
と
し
て
県
知
事
表
彰
、
昭
和
六

十
一
年
十
一
月
に
は
へ
き
地
医
療
功

労
者
と
し
て
勲
五
等
双
光
旭
日
章
の

叙
勲
を
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

下
の
§

　鞠
一　『

　
七
月
一
日
、
関
谷
達
治
町
長
は
室

岡
医
院
を
訪
れ
、
そ
の
偉
大
な
功
績

に
対
し
感
謝
状
に
添
え
て
記
念
品
を

贈
り
ま
し
た
。

　
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
室
岡
さ
ん

は
、
診
療
を
や
め
る
と
聞
い
た
患
者

さ
ん
が
ふ
だ
ん
の
倍
以
上
も
毎
日
訪

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
紹
介
状
を
書
い
た

ほくほく線HK100型車両

ついに入線！グ
　　　7月1日、六日町車両基地

冒
1
、
⊥
。

り
し
た
の
で
大
変
忙
し
か
っ
た
が
、

今
日
は
ご
覧
の
と
お
り
誰
も
来
な
く

て
静
か
な
の
で
ホ
ッ
と
し
て
い
る
。

と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、

奥
さ
ん
と
と
も
に
楽
し
い
日
々
を
過

ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
い
問
、
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
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児
童
手
当
の
目
的

　
児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に

よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定

と
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健

全
な
育
成
及
び
資
質
の
向
上
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
手
当
の
し
く
み

●
支
給
の
対
象

　
児
童
手
当
は
、
三
歳
未
満
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
前
年
（
一
月
か
ら
五

月
ま
で
の
月
分
の
手
当
に
つ
い
て
は

融

　　　　妻　野漁晒

麟ノ纏

幣響ボ潜〆

轟

～
弓

、

灘
　　藩
　　　　鎧

前
々
年
）
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の

場
合
に
は
、
所
得
制
限
に
よ
り
児
童

手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
児
童
手
当
の
額

　
第
一
子
・
第
二
子
月
額
五
千
円

　
第
三
子
以
降
　
　
　
月
額
一
万
円

●
児
童
手
当
の
支
給

　
児
童
手
当
の
支
給
は
、
認
定
請
求

を
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
日
か
ら

開
始
（
一
部
特
例
あ
り
）
さ
れ
、
支

給
事
由
の
消
滅
し
た
日
の
属
す
る
月

分
で
終
わ
り
ま
す
。

　
な
お
、
原
則
と
し
て
手
当
は
毎
年

二
月
、
六
月
、
十
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の

前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

平成7年度所得制限限度額　　（単位：円）

特例給付児童手当

3，278，0001，486，000

3，578，0001，786，000

3，878，0002，086，000

4，178，0002，386，000

4，478，0002，686，000

4，778，0002，986，000

族等の数

O人

1人

2人

3人

4人

5人

扶

●
特
例
給
付

　
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
を
受

け
ら
れ
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
（
厚

生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
る
人
）
に

つ
い
て
は
、
そ
の
人
の
前
年
（
一
月

か
ら
五
月
ま
で
の
月
分
の
手
当
に
つ

い
て
は
前
々
年
）
の
所
得
が
一
定
額

未
満
の
場
合
に
限
っ
て
、
特
例
給
付

（
児
童
手
当
と
同
額
）
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

●
所
得
制
限
限
度
額

　
平
成
七
年
度
に
お
け
る
所
得
制
限

限
度
額
は
、
次
の
と
お
り
で
す
が
、

所
得
に
は
一
定
の
控
除
が
あ
り
、
ま

た
、
所
得
制
限
限
度
額
は
年
に
よ
っ

て
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
住
民
課

の
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
条
　
　
　
　
　
　
　
壱

㊧
1
　
所
得
税
法
に
規
定
す
る
老
人

控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
老
人
扶
養

親
族
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
の
限
度

額
（
所
得
額
べ
ー
ス
）
は
、
上
記
の

額
に
当
該
老
人
控
除
対
象
配
偶
者
ま

た
は
老
人
扶
養
親
族
一
人
に
つ
き
六

万
円
を
加
算
し
た
額
。

㊧
2
　
扶
養
親
族
等
の
数
が
六
人
以

上
の
場
合
の
限
度
額
（
所
得
額
べ
ー

ス
）
は
、
一
人
に
つ
き
三
十
万
円
（
扶

養
親
族
等
が
老
人
控
除
対
象
配
偶
者

ま
た
は
老
人
扶
養
親
族
で
あ
る
時
は

三
十
六
万
円
）
を
加
算
し
た
額
。
平

成
七
年
度
所
得
制
限
限
度
額
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一■■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■1●5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■・1一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一聾ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■一〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一虚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・閣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一巳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一■I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘔■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　叶■1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　09　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■〇一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・閣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，”監　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匿■■9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g“閣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』．一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一■・』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1”I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I■閣晒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』oI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一■嘲1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　略閣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．閣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覧■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一51　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，一〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，一5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唇l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　51　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謄■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■o』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一■．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巴1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■oI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9巳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　陰■　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1　　　　　　　　　　　　　　　　　　－8　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　1噸　　　　　　　　　　　　　　　　　閣1　　　　　　　　　　　　　　　　　一■　　　　　　　　　　　　　　　　　一■1　　　　　　　　　　　　　　　　一■　　　　　　　　　　　　　　　　l　I　　　　　　　　　　　　　　　　一■　　　　　　　　　　　　　　　　．5　　　　　　　　　　　　　　　1●　　　　　　　　　　　　　　　●0　　　　　　　　　　　　　　　5■　　　　　　　　　　　　　　　，95　　　　　　　　　　　　　　1・　　　　　　　　　　　　　　・0　　　　　　　　　　　　　　9■　　　　　　　　　　　　　　■．5　　　　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　・閣　　　　　　　　　　　　　9曾　　　　　　　　　　　　　■一　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　・1　　　　　　　　　　　　一■　　　　　　　　　　　　一51　　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　51　　　　　　　　　　　9■　　　　　　　　　　　■●・　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　　辱1　　　　　　　　　　一■　　　　　　　　　　roI　　　　　　　　　』　　　　　　　　　一■　　　　　　　　　一■　　　　　　　　　一，1　　　　　　　　』　　　　　　　　じ1　　　　　　　　一■　　　　　　　　一9　　　　　　　．o　　　　　　　じ閣　　　　　　　膨■　　　　　　　，“　　　　　　h　　　　　　●1　　　　　　9謄　　　　　　，．5　　　　　』　　　　　o巳　　　　　●曾　　　　　一一　　　　鴨■　　　　一●　　　　o量　　　覧・　　　’・閣　　　，●　　1．　　．閣　　，■　閣9　一畦　1一　■Ih

豆・腐の斜理

上から
　抑えるように切る

　
豆
腐
は
日
本
人
の
食
生
活
に
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
最
近
は
海
外
で
も
、

健
康
食
品
と
し
て
人
気
が
あ
る
よ
う

で
す
．

　
豆
腐
は
柔
ら
か
い
の
で
、
水
で
冷

や
す
時
に
蛇
口
か
ら
直
接
水
を
当
て

る
と
形
が
崩
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

豆
腐
を
ボ
ー
ル
に
入
れ
、
蒸
し
器
の

中
ぶ
た
を
そ
の
上
に
か
ぶ
せ
て
水
を

流
す
と
、
豆
腐
に
直
接
当
た
り
ま
せ

ん
。
水
道
の
水
は
節
水
の
た
め
に
も

細
く
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
切
り
方
に
も
、
豆
腐
の
形
を
崩
れ

さ
せ
な
い
コ
ツ
が
あ
り
ま
す
。
野
菜

な
ど
を
ま
な
板
の
上
で
切
る
時
は
、

普
通
は
右
か
ら
切
っ
て
い
き
ま
す
が
、

豆
腐
は
左
か
ら
右
に
切
っ
て
い
く
の

が
ポ
イ
ン
ト
。
左
手
で
切
れ
た
豆
腐

を
支
え
な
が
ら
切
っ
て
い
け
る
の
で
、

倒
れ
た
り
崩
れ
た
り
す
る
心
配
が
あ

り
ま
せ
ん
。
途
中
で
向
き
を
変
え
る

と
き
は
、
豆
腐
を
動
か
す
の
で
は
な

く
、
ま
な
板
を
回
し
ま
す
。

　
豆
腐
は
、
み
そ
汁
の
具
の
代
表
格

で
す
。
さ
い
の
目
に
細
か
く
切
る
と

き
は
、
手
の
ひ
ら
に
の
る
大
き
さ
に

豆
腐
を
切
り
、
片
手
に
豆
腐
を
の
せ

て
そ
の
上
で
切
り
ま
す
。
包
丁
を
引

い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
上
か
ら
抑
え

る
よ
う
に
切
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
豆
腐
は
熱
し
過
ぎ
る
と
、
す
が
入

り
ま
す
。
　
一
％
ぐ
ら
い
の
薄
い
塩
水

を
つ
く
り
、
熱
っ
す
前
に
二
十
分
ほ

，
ど
つ
け
て
お
く
と
ず
が
入
り
に
く
く

な
り
、
煮
崩
れ
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
湯
豆
腐
の
場
合
は
、
な
べ
に

少
量
の
塩
を
直
接
入
れ
る
の
も
良
い

で
し
よ
う
。

　
さ
て
、
豆
腐
を
使
っ
た
な
べ
料
理

で
は
、
な
ぜ
底
に
昆
布
を
敷
く
の
で

し
ょ
う
か
。
　
「
だ
し
を
と
る
た
め
」

　
「
な
べ
の
底
に
具
が
つ
か
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
」
は
、
当
た
り
前
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
。
実
は
も
う
ひ
と
つ
、
す
が
入
ら

な
い
よ
う
に
と
い
う
大
事
な
役
目
が

あ
り
ま
す
。
昆
布
を
な
べ
の
底
に
敷

く
こ
と
で
、
豆
腐
を
直
接
熱
し
過
ぎ

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
。
ご

存
じ
で
し
た
か
。
先
人
の
、
豊
か
で

合
理
的
な
知
恵
で
す
ね
。

o
翻

ロ
　
ぐ

，
じ
。
9
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…
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ヨ

も
し

も
し

、

兀
気
か
な
1．
」

　
六
月
初
旬
、
畳
を
広
々
と
敷
い
て

あ
る
渋
海
荘
に
続
々
と
ち
っ
ち
ゃ
な

子
供
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　
最
初
は
お
母
さ
ん
の
そ
ば
を
離
れ

な
か
っ
た
子
も
、
雰
囲
気
に
慣
れ
て

く
る
と
行
動
範
囲
が
グ
ー
ッ
と
広
く

な
り
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
探
険
が
始
ま

り
ま
す
。

　
お
母
さ
ん
た
ち
も
話
を
し
た
い
の

に
、
子
供
た
ち
は
お
か
ま
い
な
し
に

ど
っ
か
に
行
っ
ち
ゃ
う
。
も
う
、
て

ん
や
わ
ん
や
の
幼
児
健
診
。
　
「
○
○

ち
ゃ
ん
、
ど
う
ぞ
。
ア
ラ
ッ
い
な
い

○
○
ち
ゃ
ー
ん
、
こ
っ
ち
来
て
く
だ

さ
ー
い
！
」
て
な
具
合
で
す
。

　
さ
あ
～
て
、
そ
ん
な
こ
ん
な
で
健

診
は
始
ま
り
ま
す
。
今
月
は
、
幼
児

健
診
の
コ
ー
ナ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

－
栄
養
コ
ー
ナ
ー

　
食
事
に
つ
い
て
の
相

談
と
、
簡
単
な
手
づ
く

り
オ
ヤ
ツ
の
試
食
を
や

っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
今
回
は
、
手
づ
く
り

ふ
り
か
け
の
お
に
ぎ
り

と
人
参
ジ
ュ
ー
ス
（
ゼ

リ
ー
）
で
し
た
．

ドクター紹介

1
お
得
な
診
察
コ
ー
ナ
ー

　
診
察
だ
け
で
な
く
、
心
配
な

こ
と
、
ち
ょ
っ
と
気
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
相
談
で
き
ま
す
。

何
ん
で
も
聞
い
て
く
だ
さ
い
ネ

大
き
く
な
っ
た
か
な
コ
ー
ナ
ー

　
身
長
、
体
重
、
胸
囲
、
頭
囲

を
計
り
ま
す
．

県立松代病院

内科

　田中勝先生

（
幼
児
健
診
の
巻
）

1
お
話
お
ば
さ
ん
コ
ー
ナ
ー
ー

　
　
　
　
（
保
健
婦
が
担
当
）

　
絵
を
描
い
た
り
、
絵
を
見
て

お
話
し
た
り
、
ふ
だ
ん
の
様
子

な
ど
を
伺
い
ま
す
。

大
き
く
な
っ
た
か
な
！

　》

　ヨこん
のつ馨

羽
婦

の
切
健

愚
保

　
い
ろ
い
ろ
な
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま

す
。
う
ま
ー
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1
遊
ぽ
う
よ
コ
ー
ナ
ー

　
折
紙
や
手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ

で
遊
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
保

母
さ
ん
の
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア

が
魅
力
で
、
お
金
の
か
か
ら
な

い
お
も
ち
ゃ
が
い
ろ
い
ろ
。

1
結
果
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
i

　
今
月
の
結
果
を
ま
と
め
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

ご
相
談
に
も
の
っ
て
い
ま
す
。

は
な
ん
だ
ろ
う
」

嶋巳1．1馳一醐一皿一個皿μ皿静

葺輩魚
囹老齢基礎年金の計算式

　　　　（保険料を納めた月数＋保険料を免除された月数×％）
785，500円×
　　　　　　　（加入可能年数×12月）

老齢基礎年金の年金額

老齢基礎年金の額は785，500円（月額65，458円）で、これは20歳から

60歳になるまでの40年間、被保険者期間についてすべて保険料を納めた

人の場合です。しかし、国民年金制度が発足したのは昭和36年4月1日

ですから、その時20歳以上の人（大正15年4月2日～昭和16年4月1日

生まれた人）は、60歳になるまで40年間加入することができません。

そこで、この人達については昭和36年4月1日以後、60歳になるまで

の期間（加入可能年数といいます。加入可能年数は表のように生年月日

ごとに定められています）をすべて保険料を納めた場合は、40年加入し

ていた人と同様に月額65，458円の老齢基礎年金が受けられます。

保険料の納付期間が加入可能年数に不足する場合は、その不足期間に

応じて減額されます。（不足期間については、60歳から64歳までの間に

任意加入して補うことができます）

加入可能年数

生年月日
昭2年4月1日まで

3年4月1日
4年4月1日
5年4月1日
6年4月1日
7年4月1日
8年4月1日
9年4月1日
10年4月1日

11年4月1日
12年4月1日
13年4月1日
14年4月1日
15年4月1日
16年4月1日
16年4月2日以後

加入可能年数

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
4
3
3
3
3
4
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須
川
展
也

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
今
年
も
、
世
界
的
に
有
名
な
サ
ク

ス
フ
ォ
ー
ン
奏
者
の
須
川
展
也
さ
ん

を
迎
え
て
の
『
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
タ
キ
ャ

ン
プ
』
が
、
八
月
＋
日
㊤
～
＋
二
日

⑲
の
三
日
間
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
東
京
芸
術
大
学
の
学
生
を
交
え
た

十
名
の
講
師
が
、
地
元
松
代
中
学
校

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
生
徒
を
始
め
、

近
隣
町
村
の
生
徒
の
指
導
に
当
た
り

ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
期
聞
中
に

生
徒
の
成
果
発
表
と
講
郎
に
よ
る
演

奏
会
を
、
須
川
先
生
お
気
に
入
り
の

生
涯
学
習
セ
ン
タ
i
（
清
水
）
で
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
方
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

《
開
催
日
時
》
八
月
十
一
日
（
日
）

　
　
◎
受
付
　
午
後
六
時
三
十
分

　
　
◎
開
演
　
午
後
七
時

《
入
場
料
》
一
般
　
二
千
円

　
　
　
　
　
高
校
生
　
千
円

　
　
　
　
　
（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

《
チ
ケ
ッ
ト
販
売
》
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ま
た
は
、
㈲
ワ
カ
イ
測
量

《
問
い
合
わ
せ
》
キ
ャ
ン
プ
受
講
生

も
併
せ
て
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。

　
社
会
教
育
係
　
暦
七
－
二
三
〇
一

く
須
川
展
也
さ
ん

『
よ
な
べ
歴
史
談
議
』
塾
生
募
集

　
町
の
歴
史
を
学
ん
で
、
町
づ
く
り

に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
郷
土
の

歴
史
に
興
味
の
あ
る
人
を
公
民
館
で

は
募
集
し
て
い
ま
す
。

《
対
象
》
高
校
生
以
上
一
般
の
男
女

《
講
師
》
松
代
　
関
谷
哲
郎
様

《
締
切
》
七
月
末
日
（
水
）

《
第
一
回
開
催
日
》

　
八
月
七
日
㊧
午
後
七
時
三
〇
分

《
場
所
》
総
合
セ
ン
タ
ー

ビ
デ
オ
「
松
代
見
聞
録
」
追
加
作
製

　
町
内
各
地
区
に
配
布
致
し
ま
し
た

ビ
デ
オ
回
覧
板
『
松
代
見
聞
録
』
は

問
い
合
わ
せ
多
数
の
た
め
、
有
料
で

頒
布
い
た
し
ま
す
。

　
一
本
二
千
五
百
円
程
度
の
実
費
の

他
、
五
百
円
程
度
の
送
料
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
、
総
合
セ
ン
タ
i
内

社
会
教
育
係
へ
お
申
し
込
み
ご
相
談

を
。
（
締
め
切
り
八
月
五
日
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　
暦
七
－
二
三
〇
一

『
明
る
い
家
庭

地
域
ふ
れ
あ
い
』
の

　
　
　
　
　
標
語
募
集
！

　
町
で
は
、
心
の
教
育
、
特
に
道
徳

教
育
に
つ
い
て
、
学
校
・
地
域
ぐ
る

み
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
児
童
生
徒
及

び
㎜
般
者
か
ら
標
語
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

《
募
集
内
容
》

小
学
生
「
あ
い
さ
つ
」
に
つ
い
て

中
学
生
「
明
る
い
家
庭
づ
《
り
毯

高
校
生
以
上
、
皿
般
者

「
明
る
い
社
会
づ
く
り
」
に
つ
榛
て

　
　
　
以
上
の
内
容
に
関
す
る
標
語

《
応
募
方
法
》

◎
小
・
中
学
生
及
び
P
T
A
の
方
は

用
紙
を
生
徒
児
童
に
渡
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
学
校
に
提
出
願
い
ま
す
。

◎
小
中
欝
T
A
以
外
の
方
で
、
高
校

生
以
上
一
般
の
方
は
、
応
募
罵
紙
と

投
函
箱
を
総
合
セ
ン
タ
…
及
び
役
場

二
階
に
馬
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
記
入
の
う
え
ご
応
募
願
い
ま
す
。

《
応
募
締
切
》
　
八
月
末
日

《
入
賞
及
び
発
表
》

　
各
部
門
6
点
に
、
景
品
を
用
意
。

な
お
、
表
彰
式
は
、
十
月
二
十
欝
日

⑱
心
の
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
会
場
・

松
代
中
学
校
予
定
〉
で
表
彰
す
る
ほ

か
、
広
報
十
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

　
ど
ん
ど
ん
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
第
一
回
の
自
然
探
検
講
座
は
、
高

橋
八
十
八
先
生
を
講
師
に
お
願
い
し

大
巖
寺
高
原
で
植
物
観
察
、
福
島
地

区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
ホ
タ
ル
の
幼

虫
観
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
寒
い
陽
気
の
た
め
、
大
巖
寺
高
原

で
は
や
っ
と
咲
い
た
山
桜
。
そ
し
て

福
島
で
は
ホ
タ
ル
の
幼
虫
は
残
念
な

が
ら
ま
だ
で
し
た
が
、
オ
ニ
ヤ
ン
マ

の
幼
虫
を
い
っ
ぱ
い
見
つ
け
ま
し
た
。

　
は
じ
め
て
手
に
す
る
子
ど
も
た
ち

も
大
喜
び
で
す
。
自
然
は
大
切
に
し

た
い
で
す
ね
。

　
ま
た
、
同
じ
日
に
ジ
ュ
ニ
ア
料
理

大巖寺高原では、まだ雪！

ホタルの幼虫も

　　　　　　まだでした

麟

編
　1訟
■
醒籔　馬

翅
、
、
贈

響
覇

騨鯵欝

教
室
（
郷
土
の
料
理
伝
承
教
室
）
を

総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
行
い
ま
し
た
。

　
講
師
の
鈴
木
秋
子
先
生
か
ら
、
包

丁
の
使
い
方
を
な
ら
い
、
山
菜
を
材

料
に
し
た
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

　
写
真
の
よ
う
な
お
い
し
い
料
理
が

で
き
ま
し
た
。

　
以
上
の
講
座
は
、
広
報
5
月
号
で

受
講
生
を
募
集
し
た
も
の
で
す
が
、

小
学
生
～
一
般
ま
で
随
時
受
け
付
け

つ
け
て
い
ま
す
。
総
合
セ
ン
タ
ー
内

の
社
会
教
育
係
　
暦
七
－
二
三
〇
一

　
　
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『
松
代
町
青
少
年
活
動
研
究
集
会
』

『
P
T
A
研
究
大
会
講
会
』

　
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
、
町

の
P
T
A
連
絡
協
議
会
と
の
共
催
で

講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
の
方
の
参
加
も
受
付
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

の
開
催
に
つ
い
て

《
開
催
日
時
》

　
七
月
二
十
七
日
㊤
午
後
三
時
～

《
場
所
》
総
合
セ
ン
タ
ー
三
階

《
演
題
》
　
『
手
ぬ
き
の
す
す
め
』

青
少
年
の
自
立
を
援
け
る
た
め
に

《
講
師
》
国
立
妙
高
青
年
の
家

　
　
　
所
長
　
坂
本
　
登
　
様

8
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ミ
モ
チ
ス
ギ
ナ

　
　
　
　
春
の
雪
消
え
と
同
時
に
顔
を
見
せ

　
　
　
る
の
が
フ
キ
ノ
ト
ウ
と
ツ
ク
シ
。
と

　
　
　
も
に
春
の
使
者
と
し
て
、
山
菜
の
走

　
　
　
り
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
そ
の
ツ
ク
シ
の
後
か
ら
ス
ギ
ナ
が

　
　
　
芽
を
出
し
、
や
が
て
ツ
ク
シ
が
無
く

　
　
　
な
る
と
、
あ
た
り
一
面
ス
ギ
ナ
が
支

　
　
　
配
す
る
世
界
と
な
る
。

　
　
　
　
「
ツ
ク
シ
誰
の
子
　
ス
ギ
ナ
の
子
」

　
　
　
と
い
う
歌
の
文
句
が
あ
る
よ
う
に
、

　
　
　
親
子
の
関
係
の
よ
う
に
見
え
る
が
、

　
　
　
ト
ク
サ
科
で
、
双
方
、
同
じ
根
か
ら

　
　
　
出
て
い
る
。
ス
ギ
ナ
は
栄
養
茎
で
あ

　
　
　
り
、
ツ
ク
シ
は
繁
殖
の
た
め
の
胞
子

劉
茎
で
、
頭
の
部
分
が
割
れ
て
胞
子
を

を　
　
ご
存
じ
で
す
か

飛
ば
す
役
目
を
果
た
す
も
の
で
あ
る

こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
た
ま
に
ス
ギ
ナ
の
頂

点
に
ツ
ク
シ
の
よ
う
な
も
の
を
頭
に

つ
け
た
ス
ギ
ナ
が
見
つ
か
る
こ
と
が

あ
る
。
こ
れ
は
図
鑑
の
説
明
で
は
、

「
ミ
モ
チ
ス
ギ
ナ
」
と
い
っ
て
特
定

の
品
種
で
は
な
く
単
な
る
変
わ
り
者

ら
し
い
。

　
こ
ん
な
も
の
は
何
年
に
一
本
ぐ
ら

い
し
か
見
当
た
ら
な
い
も
の
な
の
に

今
年
は
ど
う
し
た
こ
と
か
、
わ
が
家

の
周
辺
で
何
十
本
も
見
つ
か
っ
た
の

で
あ
る
。
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
よ

り
も
希
少
な
こ
の
ミ
モ
チ
ス
ギ
ナ
が

灘
懸
鱗／

イ
峯

多
く
見
つ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

『
身
持
ち
が
良
く
な
る
』
と
い
う
こ

と
で
め
で
た
い
こ
と
か
な
？

　
　
　
　
　
　
福
島
　
高
橋
八
十
八

劉軌堕

関
谷
純
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

く
ん
珠
算
一
級
合
格
！

第
1
0
回
商
工
会
珠
算
検
定

　
　
　
　
六
月
九
日
、
町
の
総
合
セ
ン
タ
i

堕
獅
凝
嚢
韓
撃

喀旧回堕

（
松
代
・
さ
わ
）
が
、
み
ご
と
一
級

に
合
格
し
ま
し
た
。

　
商
工
会
の
珠
算
検
定
試
験
は
、
今

回
で
百
三
回
目
。
　
一
級
合
格
者
は
、

平
成
四
年
第
九
十
一
回
検
定
で
、
松

代
の
関
谷
芳
明
君
以
来
と
の
こ
と
。

　
な
お
、
今
回
の
検
定
で
二
級
に
は

関
谷
朋
真
君
（
松
代
）
、
柳
薫
さ
ん

（
千
年
）
、
三
級
は
高
野
佑
也
君
、

萬
羽
信
子
さ
ん
、
鈴
木
望
さ
ん
（
い

ず
れ
も
松
代
）
が
そ
れ
ぞ
れ
合
格
し

全
体
の
合
格
率
は
三
十
三
％
で
し
た
。

　
珠
算
は
、
一
回
で
見
る
数
字
の
桁

が
多
い
ほ
ど
計
算
は
速
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
ワ
ー
プ
ロ

の
入
力
速
度
も
、
珠
算
と
共
通
の
も

の
が
有
る
と
の
こ
と
で
す
。
そ
ろ
ば

ん
は
決
し
て
古
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

関
谷
君
を
始
め
、
上
級
の
段
位
を
目

指
し
て
、
今
後
と
も
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。

青
海
町
で

り
イ

り
イ

開
催

　
六
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
三
日
に

か
け
て
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
ス
タ
ッ
フ
を
加
え
る
と

総
勢
七
十
名
で
青
海
町
の
自
然
史
博

物
館
を
訪
れ
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ビ
ー
チ

で
ヒ
ス
イ
採
り
に
ア
タ
ッ
ク
。

　
そ
の
あ
と
、
親
不
知
に
あ
る
青
少

〈
で
き
た
ぞ
！
紙
す
き

藤

▲サラダに挑戦！

灘難顯撚灘醐灘懸雛ボ’｝　　翔醐閣騒幽一剛周■縢麟騨鹸難騰難li羅灘

　はんごう

▲飯盒のごはん、早く食べたいな

年
旅
行
村
で
キ
ャ
ン
プ
ワ
ー
ク
を
し

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
翌
日
の
自
然

観
察
で
は
、
サ
ル
と
カ
モ
シ
カ
に
は

『
会
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
さ
て
、
も
う
じ
き
夏
休
み
。
今
度

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
会
キ
ャ
ン

プ
な
ど
で
頑
張
っ
て
ネ
。

　
六
月
十
六
日
、
中
学
生
や
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
i
受
講
生
が
牛
乳
パ
ッ
ク

の
紙
す
き
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
東
頸
手
を
つ
な
ぐ
親
の

会
（
会
長
　
藤
田
宏
）
の
総
会
当
日
、

「
大
杉
の
里
」
と
、
町
の
手
を
つ
な

ぐ
親
の
会
（
会
長
　
室
岡
徳
松
）
の

協
力
を
得
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
は
じ
め
て
の
紙
す
き
に
し
て
は
、

う
ま
く
で
き
た
よ
う
で
し
た
。
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08肥

みんな

痴泥鑑塁

／
●ぜだ気元

千年会

京東

だより

5／24新潟県人会定時総会＝出席

　　関谷最高顧問、高橋副会長

　　同最高顧問は新潟県人会の

　　常任理事に就任
6／11役員会＝県人会館

　　騒①ほくほく線開通

　　　　記念事業について
　　・実行委員会の設置
　　・記念資金は会員のご寄付

　　　実行委員長　市川会長
　　②10／6ハトバス日帰｝）旅行

　　詳細決定　武田事業委員長

　　③会報第6号について

　　例年通り12／5発行決定
7／6ほくほく線開通記念事業

　　実行委員会一池袋太田屋

7／10広報委員会一県人会館

　　会報第6号細目について
趣味の会

6／2釣りクラブー南房総白浜沖

　　伊豆大島を眺めて
　　イサキ釣｝）大会　参加15名

7／21観劇の会二国立劇場　市川

　　団十郎主演　申し込み32名

7／22ゴルフクラブー福島県白川

　　高原カントリーに於て開催

　　多数ご参加ください。

★
コ
ー
ス

▲4月、4日

★
日
時

平
成
8
年
1
0
月
6
日
（
日
）

集
合
　
午
前
1
0
時

　
東
京
駅
前
　
丸
ビ
ル

出
発
　
午
前
m
時
m
分

　
銀
座
↓
皇
居
↓
椿
山
荘

　
（
昼
食
・
庭
園
散
策
）

　
↓
都
庁
↓
明
治
神
宮

　
（
参
拝
・
神
楽
舞
）
↓

　
N
H
K
ス
タ
ジ
オ
パ
ー

　
ク
見
学
↓
東
京
駅
（
午

　
後
5
時
半
こ
ろ
解
散
）

★
費
用

★
申
込

一
万
円
程
度
予
定
（
食
事

代
、
見
学
料
等
込
み
）

　
近
々
、
案
内
状
を
お
送

り
い
た
し
ま
す
の
で
、
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
申

し
込
み
下
さ
い
．

　
詳
し
く
は
地
区
副
会
長

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
武
田
事
業
委
員
長

目
帰
り

　
　
は
と
バ
ス
旅
行

　
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
、
　
『
は
と
バ
ス
観
光
』
の

希
望
が
一
番
多
か
っ
た
の
で
企
画
い

た
し
ま
し
た
。
お
気
軽
に
、
多
数
ご

参
加
く
だ
さ
い
．

ご
案
内

圃
脚
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。
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道
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期
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に

深
緑
の
山
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白
く
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い
て
目
立
っ
て

い
る
が
、
同
期
に
競
っ
て
咲
き
誇
る

山
ボ
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が
今
年
は
ま
っ
た
く
咲
か

な
い
。
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．
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お年寄りの医療

70歳以上のお年寄り（ねたき

りのお年寄りは65歳以上）にな

ると「老人保険制度」でお医者

さんにかかることになります。

これは、国保の被保険者、あ

るいは職場の健康保険の被保険

者や被扶養者すべてに適用され

ます。

お医者さんにかかる時

お医者さんにかかる時は、か

ならず「保険証」と老人保険に

よって交付された「健康手帳」

「医療受給者証」の提示が必要

です。それは、どの医療保険の

被保険者であるかを確かめるた

めです。

窓ロで支払う
一部負担金について

交通事故など第三者から傷害

を受けてお医者さんにかかった

場合でも、国保を使って治療を

受けることができます。

交通事故に遭ったら、すぐに

警察に届けると同時に国保担当

窓口にも届出（第三者行為によ

る傷病届）をしなければなりま

せん。届けがないまま診療を受

けようとした場合「国保でかか

れません」といわれることがあ

りますので注意しましょう。

交通事故など第三者から傷害

を受けた場合、その医療費は被

害者に過失のない限り加害者が

全額負担することが原則となっ

ています。

　したがって、保険診療した場

合においても加害者が負担すべ

き医療費は、国保が一時立て替

えて支払うだけで、あとで国保

がその医療費を被害者になり代

わって加害者に請求することに

なります。

お医者さんの窓口で支払う一

部負担金は次のとおりです。

【通院1か月】最高1，020円

（病院、診療所ごとに支払い）

【入院1日】　710円（老齢福祉

年金受給者で住民税非課税世帯

は、300円を2か月分だけ負担）

●保険証　　●印鑑

●事故証明書

（そろわない時は後日でも可）

加害者と被害者の話し合いが

ついて、示談を結んでしまうと

その示談の取り決めの内容が優

先することがあり、示談の成立

以後は、加害者に請求できなく

なる場合があります。

ですから、第三者から傷害を

受けた場合は、示談を結ぶ前に

必ず国保へ届け出てください。

・
理
由
そ
の
①

　
「
分
別
収
集
の
促
進
等
に
関
す
る

法
律
」
が
平
成
七
年
六
月
十
六
日
公

布
さ
れ
、
町
で
も
今
後
、
分
別
収
集

に
積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
毎
月
の
最
終
日
曜
日

「
異
常
所
見
な
し
」
に
は

　
個
人
通
知
は
出
し
ま
せ
ん

　
五
月
に
実
施
し
ま
し
た
大
腸
ガ
ン

検
査
を
受
け
ら
れ
た
方
で
、
検
査
結

果
が
「
異
常
所
見
な
し
」
と
判
定
さ

れ
た
方
に
は
、
本
年
度
か
ら
個
人
的

に
通
知
は
出
さ
な
い
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

町
指
定
の

　
　
ご
み
袋
に
つ
い
て

　
ご
み
を
出
す
場
合
、
必
ず
町
指
定

の
ご
み
袋
に
記
名
の
う
え
、
ご
み
を

出
さ
れ
る
よ
う
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
み
袋
は
『
生
ご
み
用
』

と
『
燃
え
る
ご
み
用
』
の
二
種
類
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
ご
ろ
「
町
で
は
分

別
し
て
収
集
し
て
い
な
い
の
に
、
な

ぜ
区
分
さ
せ
る
の
か
？
」
と
い
う
疑

問
を
持
た
れ
て
い
る
方
が
多
い
と
聞

き
ま
す
。
今
回
は
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

を
『
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
』
と
し
て
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
分
別
収
集

促
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

・
理
由
そ
の
②

　
ご
み
収
集
車
で
は
「
生
ご
み
」
と

「
燃
え
る
ご
み
」
を
一
緒
に
回
収
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
袋
は
車

の
中
で
圧
縮
さ
れ
る
だ
け
で
、
袋
は

破
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
の
ま
ま

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
炉
に
入

れ
ら
れ
ま
す
。
焼
却
炉
の
中
で
は
、

生
ご
み
ば
か
り
が
ま
と
ま
ら
な
い
よ

う
、
ま
た
、
燃
え
易
い
よ
う
に
混
ぜ

合
わ
せ
て
焼
却
し
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
方
法
で
焼
却
効
率
を
高
め
、
経
費

の
節
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
ご
み
袋
の
色
で

「
生
ご
み
」
と
「
焼
え
る
ご
み
」
の

判
別
が
で
き
る
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
以
上
が
「
指
定
袋
の
導
入
理
由
」

で
す
。
常
日
頃
の
ご
み
出
し
に
は
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
ご
み
の
分
別
・
減
量
化
と
と
も
に

リ
サ
イ
ク
ル
に
も
ご
協
力
を
！

　
　
　
　
　
　
』
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曜
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日
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募集乙シるさとCM大賞

　B　S　N新潟放送では、第5回

ふるさとCM大賞の作品を募集
しています。

　8mmビデオかV　H　Sビデオ、

S・VH　Sを使い、松代町の特

徴を必ず60秒以内にまとめ、ユ

ニークに表現してください。

　応募された作品は入賞の如何

にかかわらず、平成8年の10月

上旬から12月中旬にかけて放送

される予定です。

〔資格〕アマチュア作品に限る

〔部門〕一般の部、学校の部、

　　市町村の部（明記のこと）

〔注意事項〕ナレーションと音

　楽または効果音は必ず入れ、

　完成して提出してください。

〔賞品〕大賞1、最優秀賞各2、

　優秀賞各2、参加賞は全作品

〔著作権〕B　S　N新潟放送に帰属

〔募集期間〕9月末まで

〔応募先〕盈025－267－4111

〒951新潟市川岸町3－18B　S

N新潟放送ふるさとC　M大賞係

　この試験は、職業能力開発促

進法に基づき職業訓練指導員の

資格を取得するための試験で、

合格者には申請により職業訓練

指導員免許証が交付されます。

【試験職種】

①実技試験・学科試験を実施す

　る職種一情報処理科

②学科試験（関連学科、指導方

法）のみを実施する職種一建築

科〈実技試験免除者に限る＞

③学科試験（指導方法のみ）を

実施する職種一園芸科ほか117

種く実技試験及び関連学科試験

の免除者に限ります＞

【試験期日・試験地】

◇学科試験　9月20日

　　新潟市、長岡市、上越市

◇実技試験　9月21日　新潟市

【受験申請書受付期間】

　　8月12日から8月23日まで
【受験資格・受験手続きなど】

新潟県　商工労働部

　　職業能力開発課　指導係
智025－285－5511　　（蓉）2822、　2823
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　　　ターン

　　　　就職ガイダンス

　ハローワークでは、Uターン

就職希望の方、地元で休職中の

方などを対象に「Uターン就職

ガイダンス」を開催します。

　学生・社会人の方を問わず、

どなたでもお気軽にお出かけく

ださい。

【とき】

　8月14日　AMIO：00～PM4：00

　8月15日　AMIO：00～PM3：00

【ところ】リージョンプラザ隣

　　　上越観光物産センター
【催し物】●企業懇談コーナー

●企業情報コーナー●求人情報

コーナー●職業相談コーナー

●企業懇談は15日のみ開催し、

　午前10時～正午までです。

【問い合わせ】智0255－23－6121

　　　　　ハローワーク上越

上越地区

赤十字のつどい

　日本赤十字社新潟県支部では

地域住民の皆様から赤十字活動

に対して一層の理解と認識を深

めてもらうことを目的に「上越

地区赤十字のつどい」を開催し
ます。

〈日時〉8月24日午後1時より

〈会場〉上越市大字門前446－2

　　　　リージョンプラザ上越

　　　　コンサートホール
〈内容〉

・式典（有功章表彰）

・赤十字の活動紹介（上越アマ

　無線赤十字奉仕団委員長によ

　る活動発表、他）

・記念講演（講師キャシー中島）

　演題「キャシーの生活提案」

〈入場料〉無料

〈申し込み〉官製ハガキに郵便

番号・住所・氏名・年齢・電話

番号を記入して、〒951新潟市

関屋下川原町1－3－12日赤新潟県

支部「赤十字のつどい係」まで

　　　　　智025－231－3121
〈締め切り〉8月7日必着

※応募者多数の場合は先着順

　　　放送大学

8年度2学期生募集

　放送大学の新潟地域学習セン

ターでは、放送授業を収録した

ビデオテープ・オーディオテー

プを利用し、広く社会人などに

大学教育の機会を提供して生涯

学習の要望に応えています。

　入学試験はなく18歳以上の方

ならどなたでも入学できます。

約300の授業科目がありますの

で幅広い分野から自由に選べま

す。また、1科目だけ学ぶこと

もでき、土曜・日曜日もご利用

できます。

　放送大学では、8年度第2学
期（10月授業開始）入学の学生

を下記により募集します。

【募集する学生の種類】

　選科履修生（1年間在学）

　科目履修生（6ヵ月間在学）

【願書受付期間】

　平成8年7月15日～8月15日
【授業開始】10月1日（月）

【入学料】選科履修生6，000円

　　　　科目履修生4，000円
【授業料】1単位当ン）4，000円

　※おおむね1科目2単位です
　　ので、多くの場合8，000円

　　となります。

　※テキスト費用（印刷教材）

　　は授業料に含まれています。

【募集要項】無料で配布してい

ます。電話、またはハガキで、

下記にお申し込みください。

放送大学新潟地域学習センター

　〒951新潟市旭町2番町746
　　（新潟大学旭町地区内）

　　　　　智025－228－2651

　十日町病院等200床以上の病

院では、主治医の紹介状のない

初診者の場合は1，030円の特別

料金がかかります。

　大病院志向や「多重診診療」

（いわゆる病院のハシゴ）など

に走らず、あなたの建康管理を

してくれる『ホームドクター』

を持つよう心がけましょう。
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博
簿
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　ロヘ　ざん　じ
市川銀次玩

　5歳田沢・五十刈

　かなこ小嶋華奈子㌦

　5歳犬伏・かずえん

　ひろあき
高橋広旭玩

　4歳儀明・はやし

　　ゆ　み
寺崎由美㌦

　4歳桐山・向林

にいがた
rインターネットフェスティバルin南越後」開催

　単なる情報伝達だけでなく、

多種多様なコミュニケーション

を実現するメディアとして世界

的に注目されている『インター

ネット』を、あなたもこの機会

に体験してみませんか。

【期日】

8月3日（土）　13：00～21：00

　4日（日）　10100～17：00
【会場】

十日町地域地場産業振興センタ

ー　クロス10大ホール2F
【内容】

（1）インターネット

　　デモンストレーション
（2〉インターネットセミナー

①インターネットってなあに？

8月3日（土）　14：00～15：00

　4日（日）　13：00～14：00

②インターネットと

　　ビジネス活用
8月3日（土）　17：00～18：00

（3）ホームページ作成講座

4回開催。持参した写真であ

なただけのホームページづくり

にチャレンジします。

ホームページづくりに

　挑戦してみませんか！

　　〈十日町地域会場〉

あなたのホームページづくり

をスタッフがお手伝いします。

〈日時〉

8月3日第1回15：00～16：30

　　第2回19：00～20：30

8月4日第3回10：30～12：00

　　第4回15：00～16：30
〈人数〉各回とも6人づつ

〈条件〉キーボードを使って

　　日本語入力ができる人
〈応募等〉ハガキに住所、氏名、

年齢、電話番号、希望の日時を

記入して、事務局あて応募して

ください。

〈締切〉7月22日（月）必着

〈その他〉希望者多数の場合は

抽選。結果を本人あて通知。

〈事務局〉

〒948十日町市千歳町3－3

十日町市役所企画人事課

企画室内　にいがたインター

ネットフェスティバルin南越

後地域実行委員会事務局

TELO257－57－3111　内線215

みんなで力を合わせて第46回社会を明るくする運動

　
毎
年
七
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
の
強
調
月
間
で
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
て
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
に
温
か

い
愛
の
手
を
さ
し
の
べ
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
運
動
で
す
．

　
本
年
度
の
重
点
目
標
は
「
少
年
の

非
行
防
止
と
更
生
の
た
め
、
地
域
住

民
の
理
解
と
参
加
を
求
め
る
」
で
す
。

　
私
た
ち
の
地
域
か
ら
非
行
に
走
る

少
年
を
出
さ
な
い
よ
う
一
人
一
人
が

力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
不

幸
に
し
て
非
行
に
陥
っ
た
少
年
の
更

生
を
援
助
し
ま
し
ょ
う
。

〈
統
一
標
語
〉

『
ふ
れ
あ
い
と

　
　
対
話
が
築
く
　
明
る
い
社
会
』

もうじき開業！ほくほく線

北越急行

社員募集！

■募集職種　電車運転士

　（当分の間、駅営業係として

勤務後、免許を取得し、普通

電車運転士として乗務する）

■募集人数　若干名

■応募資格

①平成8年4月1日現在で、

満40歳未満であること　②高

等学校卒業以上の学歴を有す

ること　③色覚は正常で、視

力は各眼が裸眼で0．2以上か

つ、矯正視力1．0以上のこと

蜜応募手続

北越急行㈱総務課へ履歴書を

郵送でお送りください。

■受付期間

平成8年7月1日～
8月2日まで（当日消印有効）

■入社時期

平成8年10月1日（予定）

■問い合わせ先　詳しくは北越

急行総務課または役場振興課

にお問い合わせください。募

集要項も用意してあります。

■応募書類送付先

〒949－66南魚沼郡六日町

　　大字六日町137番地2
北越急行㈱　総務部　総務課

盈0257－70－2820　FAX70－2825

★単

北越急行シンボルマーク
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高卒者対象

新潟県警察官B募集！

◇採用予定人員

　男子警察官B　　30人程度

　婦人警察官B　　5人程度

◇受験資格　昭和44年4月2日

　から昭和54年4月1日までに

　生まれた人（大学を卒業、ま

　たは平成9年3月31日までに
卒業見込の人を除く）

◇採用試験受付期間

　7月8日～8月16日までの間
◇第一次試験　9月16日（月）

　　新潟市・長岡市・上越市

◇願書、問い合わせ

　警察署・交番・駐在所

●育児休業給付

　育児休業開始日の翌日から、

10日以内に届け出が必要です。

●高年齢雇用継続給付

　①高年齢雇用継続基本給付金

　　60歳になった日の翌日から。

　　10日以内に届け出が必要。

　②高年齢再就職給付金

　　60歳以上65歳未満の失業給

　付を受けていた方を、支給残

　日数100日以上の時点で雇用

　した場合届け出が必要です。

※なお、60歳到達時の賃金と離

職時の賃金を比較して、いずれ

か高い方を基に失業給付を受給

することができますので、60歳

になった場合には賃金の登録の

届け出が必ず必要となります。

　問い合わせは、ハローワーク

安塚まで　智2－2039

15

、ふるさとであなたの力を

　　　発揮してみませんか

十日町地域広域事務組合

職員採用試験
のお知らせ

《一般事務職員》

　【採用職種】一般事務

　【採用予定人員】1名

　【受験資格】①高等学校卒業以

　上で、昭和36年4月2日以降に

　生まれた男子（平成9年4月
　1日現在35歳以下の人）

②十日町地域広域市町村の圏内

　（十日町市、川西町、津南町、

　中里村、松代町、松之山町）

に居住可能な人

　【試験方法・試験期日】

①第一次試験　8年9月1日

　教養試験一国語・社会・作文

　　　　　の科目別に筆記試験

②第二次試験　8年9月中旬

　一次試験の合格者に対し、口

述試験と身体検査を行います。

③その他一次試験の合格者に

　受験資格の有無、申込書記載

事項の真否等を調査します。

【採用日】9年4月1日の予定
【給与等】広域事務組合の条例

により決定。扶養・期末・勤勉

通勤手当支給。また、公務上の

災害補償制度や退職に伴う給付

など共済制度があります。

【受験手続き】十日町地域広域

事務組合事務局総務課へ次の書

類を提出してください。

①受験申込書…用紙は、十日町

地域広域事務組合事務局総務課

または、松代町役場総務課まで

②最終卒業学校の成績証明書

（卒業見込の人は前年のもの）

【受付期間】7月15日（月）～

　8月9日（金）PM5：15まで
※受付時間は、平日のAM8：30～

　PM5：15まで。時間外及び土・

　日曜1ヰ受けつけいたしません。

　郵送の場合8月9日消印有効
【お問い合わせ】

　十日町市大字北新田1番地10

　十日町地域広域事務組合
事務局総務課　智0257－57－1555

《消防職員》

　【採用職種】　消防士

　【採用予定人員】　若干名

　【受験資格】①高等学校卒業以

上で、昭和46年4月2日以降に

　生まれた男子（平成9年4月

　1日現在25歳以下の人）

②身長160cm以上、胸囲はおお

　むね身長の2分の1以上、体
　重50kg以上、視力両眼の場合

　O．8以上、一眼の場合それぞ

　れ0．5以上（矯正視力可）で

　色神正常、そのほか身体強健

　で体質上欠陥のない人

③十日町地域広域市町村の圏内

　（十日町市、川西町、津南町、

中里村、松代町、松之山町）に

居住可能な人

　【試験方法・試験期日】

①第一次試験…8年9月1日

　㊦教養試験一国語・社会・作

　　文の科目別に筆記試験
　（イ）体力診断テスト

②第二次試験・・8年9月中旬

　一次試験の合格者に対し、口

述試験と身体検査を行います。

③その他　一次試験の合格者に

　受験資格の有無、申込書記載

事項の真否等を調査します。

【採用日】9年4月1日の予定
【給与等】広域事務組合の条例

により決定。扶養・期末・勤勉

通勤手当支給、各種共済制度も

あります。また、職務に必要な

被服を貸与します。

【受験手続き】十日町地域消防

　本部総務課へ次の書類を提出

①受験申込書　用紙は、十日町

　地域消防本部総務課または、

　松代町役場総務課にあります。

②最終卒業学校の成績証明書

（卒業見込の人は前年のもの）

【受付期間】7月15日（月）～

　8月9日（金）PM5時15分まで

※受付時間は、平日のAM8：30～

　PM5：15まで。時間外及び土・

　日曜は受けつけいたしません。

　郵送の場合8月9日消印有効。
【お問い合わせ】

　十日町市大字北新田1番地10

　十日町地域消防本部総務課

　　　TEL　O257－57－1555
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皆
さ
ん
！
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
今

犬
伏
保
育
園
で
保
母
と
し
て
働
い
て

い
ま
す
。
保
母
さ
ん
て
楽
し
い
で
す

よ
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
す
る
姿
が

目
に
見
え
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
ん

で
す
。
子
ど
も
っ
て
す
ご
い
ん
で
す
。

い
ろ
ん
な
発
見
を
す
る
ん
で
す
。
大

　　　　震　　　燃　蕪讐

さ
ん美穂月サ右

（孟地・ほんじょう）

い
／

人
だ
っ
た
ら
気
づ
か
な
い
事
、
大
人

に
な
っ
て
忘
れ
て
し
ま
っ
た
事
、
毎

日
が
発
見
で
、
毎
日
が
感
動
だ
ら
け

で
す
。
保
母
に
な
っ
て
良
か
っ
た
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
先
輩
の
先
生
方
は
良
き
指

導
者
！
時
に
は
親
の
よ
う
に
、
時
に

は
友
達
の
よ
う
に
接
し
て
く
だ
さ
り

迷
惑
ば
か
り
か
け
て
い
る
の
に
、
見

離
さ
ず
に
見
守
っ
て
く
だ
さ
り
、
感

謝
感
激
し
て
い
る
毎
日
で
す
。

　
さ
て
、
松
代
に
帰
っ
て
き
て
良
か

っ
た
事
、
そ
れ
は
知
り
合
い
が
増
え

た
事
、
年
齢
層
が
幅
広
い
で
す
よ
。

お
子
様
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
ま
で
。
み
ん
な
が
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
の
が
と
て
も

嬉
し
い
で
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

な
ど
に
も
誘
っ
て
い
た
だ
き
、
夜
は

ほ
と
ん
ど
体
育
館
、
家
は
寝
る
だ
け

な
ん
で
す
。
私
に
用
の
あ
る
方
は
体

育
館
の
方
へ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。
そ

こ
が
中
学
だ
か
、
高
校
だ
か
。
町
体

だ
か
、
そ
れ
は
私
に
も
分
か
り
ま
せ

ん
。
さ
が
し
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と

見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

　
松
代
に
帰
っ
た
ば
か
り
の
数
カ
月

は
知
り
合
い
も
な
く
、
同
級
生
も
数

少
な
く
、
保
育
園
と
家
の
往
復
だ
け

で
、
楽
し
い
事
と
い
っ
た
ら
夕
方
の

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
再
放
送
を
見
る
事

だ
け
。
今
は
ほ
と
ん
ど
見
る
事
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
た
ま
に
見
る
と
お
も

し
ろ
い
で
す
よ
ね
。

　
や
っ
ぱ
り
、
忙
し
い
く
ら
い
の
毎

日
が
楽
し
い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も

楽
し
い
事
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
て
、

忙
し
く
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

楽
し
い
事
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
私
も

誘
っ
て
く
だ
さ
い
。
ひ
ま
と
お
金
が

あ
れ
ば
す
ぐ
に
伺
い
ま
す
。

　男　　2，344人　　（±O人）

　女2，402人（一8人）
　計4，746人（一8人）
世帯数1，483世帯（一2世帯）

　出生3人　　死亡7人
　転入3人　　転出7人
　　　（8年6月末日現在）

一人ロの動き一

圃團鋤團回
（5月26日～6月25日受付）

　げんきな良い子に（出生）
　　　りょう
佐藤　稜、正・あけみ㍉
　　　（男の子・室野・合田屋）
　　　る　み
相澤　瑠美㌧一・行・クイーン歳

　　　（女の子・松代・清えん）

　ご冥福を祈ります（死亡）

齋木　ミヨ凱　　87歳

　　　　　　（室野・よそぜん）

関谷　ナイ　㌦　　91歳

　　　　　　（室野・ぶんてん）

小堺　モト凱　　90歳
　　　　　（儀明・げんじろう）

石田　春江㍉　　66歳

　　　　　　　（苧島・かえん）

秋山　眞作㌦　　88歳

　　　　　　（清水・おおやじ）

井上　ツヤ㌦　　98歳

　　　　　　　（寺田・なかや）

関谷　耕策凱　　84歳

　　　　（松代・じんざえもん）

訂正します

　6月号の死亡欄で中澤政金さん

（室野、きんぜん）を（木和田原、

きんぜん）に訂正いたします。

　　oこわず
　りゆうりゆうしん　 く

＊粒々辛苦

米づくりの農民の苦労は大変な

ものであヤ）、米の一粒一粒は辛

苦の結晶であるということ。ま

た、物事をなし遂げるために、

地道な努力を重ねること。
　セだ　　じっそうばい
＊手出し十層倍

最初に喧嘩を売った人の方が、

罪ははるかに重いということ。

圖
園
圏
圃

▼
病
原
性
大
腸
菌
『
オ
ー
1
5
7
』
が

猛
威
を
振
る
い
各
地
で
患
者
が
激
増
し

て
い
ま
す
。
幸
い
近
辺
で
は
ま
だ
発
症

事
例
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
い

つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
の
が
食
中
毒

や
薬
害
な
ど
。
目
に
見
え
な
い
だ
け
に

不
安
は
募
り
ま
す
。
こ
の
大
腸
菌
は
、

通
常
の
食
中
毒
の
原
因
菌
な
ら
百
万
個

単
位
で
必
要
だ
が
、
わ
ず
か
百
個
程
度

で
も
発
症
す
る
と
の
こ
と
。
し
か
し
、

過
熱
さ
え
す
れ
ば
普
通
の
食
中
毒
菌
と

同
様
、
心
配
は
な
い
と
の
こ
と
で
一
応

は
安
心
す
る
の
で
す
が
…
。
▼
た
ま
に

い
た
だ
く
ス
テ
ー
キ
「
焼
き
方
は
ど
う

な
さ
い
ま
す
か
？
」
な
ど
と
聞
か
れ
ま

す
。
今
ま
で
は
「
普
通
に
…
」
で
も
、

今
度
か
ら
は
「
こ
げ
る
寸
前
ま
で
…
」

な
ん
て
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

▼
も
う
じ
き
始
ま
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

百
年
の
歴
史
を
誇
る
大
会
の
こ
ろ
に
は

梅
雨
も
明
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
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